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しゃっくり日和 川上陽子【著】

阿呆やなあ、おとーさん。
大事なことは、ちゃんと伝えな。

2008年3月9日
読売新聞広告＜ ＞

母はいつか、父を赦すだろうか。この家族にも、互いに
「わたしたち」と呼び合うようになる日が、来るのだろ
うか。父の「おっきい、わすれもの」が家族をゆるやか
に結んでゆく、やさしくてしょっぱい２つの物語。

【しゃっくり日和】
酒乱の父、潔癖症の母、喋ることに怯える半引きこもり
の主人公美月。鍋を囲むのも戦々恐々、家族旅行もまま
ならない。“よい家族”を目指すのに、それが悉く裏目
に出てしまう。そんな緊張感と失望の毎日を過ごしてい
たある日、父が倒れた。
【父の骨が、笑う】
「ただいま、美月ちゃーん！」手袋をつけ白い息を吐き
ながら、男が美月を訪ねてきた。今は夏だというのに、
おかしいではないか。上質のものを身に付けた、いけて
るこの男は、一体何者だ？　とまどう美月に構わず、家
に上がりこむ男。やがて帰宅した母は、その男を「こね
こになった、おとーさん」だと言う。
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